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Ⅰ．はじめに

　「肥後のもっこす」や「土佐のいごっそう」のような，
ある場所の人々の特色や気質を述べる言葉は古くから
あり，「県民性」として語られ認識されてきた（佐藤ら，
1999）．そのような中，県民気質や地域の特性がどうい
う形で継承されているのかを全国規模で調査し，比較
分析するために全国県民意識調査（NHK放送文化研究
所，1997）がなされた．この調査は，地域の違いによ
る人々の意識の差に注目したもので，生活意識，人間
関係，社会・政治意識，宗教・道徳観，マスメディア
関係等の領域の質問と調査対象の主な成育歴や父母の
出身県，職業等の基本属性の調査からなる．この調査
の結果では，情報，通信，交通等が高度に発展した今
日でも，県（地域）によって大きく異なる考え方や意
識が存在していることが明かになった．関西と関東で
看護をした私個人の経験から，地域により人々の価値
観や考え方が異なっていると感じており，今思えばそ
の違いを県民性として認識しておくことで，対象者を
理解しやすかった場合もあったのかもしれない．全国
県民意識調査（NHK放送文化研究所，1997）の結果は，
各地方の特性の把握やマーケティングの基礎資料とし
て利用されているが，医療の現場でもそれぞれの地域

に住む人々の理解と健康を支援することに活かせるの
ではないか，という考えから文献検索を始めた．
　介護保険法に基づき，市町村では 3 年ごとの介護
保険事業計画の策定・実施を通じて，地域の自主性や
主体性に基づき，地域の特性に応じた地域包括ケアシ
ステムを構築している．地域包括ケアの理念は，住み
慣れた地域でその有する能力に応じ自立した日常生活
を営むことができることであり，その取り組みは全国
一律の施策ではなく，地域性，人，制度がバランスを
とりながら展開している（斎藤，2016）．ある高齢者
福祉の現場においては，サービス提供者は自身が感じ
る地域性を意識しながら，高齢者が求めている地域性
を理解してサービスを提供することで，地域独自の長
所短所を考慮した地域福祉の展開につなげようと模索
している（野﨑，2008）．一方で，市町村合併が相次
ぐ中では，地域住民の価値観や帰属意識は旧市町村の
ままで，各地域における文化やニーズは容易には併合
されない現実もある（野﨑ら，2008）．全国県民意識
調査の結果においても，県の中の地域差は指摘されて
いたが，さらに市町村ごとにもそれぞれに特徴があ
り，そこに住む人々の間でも認識の仕方に異なった特
徴が存在している（佐藤ら，1999）．
　このようなことから，県民性や地域性という側面か
ら人々の健康について考え，支援するための視点を検
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討することを目的とした．

Ⅱ．方法

　医学中央雑誌Web版，国立情報学研究所（CiNii 
Articles），メディカルオンラインを用いて，「県民性」，
「地域性，健康」のそれぞれのキーワードで検索し，
2018年までに発行された文献検索を行った．「県民性」
では，医学中央雑誌Web版で30件，国立情報学研究
所（CiNii Articles）で35件，メディカルオンラインで
82件の文献を抽出し，内容を概観するために文献の種
類は問わないこととした．また別に，「地域性，健康」
のキーワードを掛け合わせ，原著論文に絞って検索を
行い，医学中央雑誌Web版で56件，メディカルオンラ
インで 1件の文献を抽出した．そして，この138の文
献のうち，健康に関する内容について論じている31件
の文献を検討対象とした．またその他，ハンドリサー
チで入手した 2件の文献と，「全国県民意識調査」を
もとにまとめられた 3件の文献も資料とし，県民性や
地域性に関連する健康の視点を検討した．

Ⅲ．結果

　県民性や地域性に関連する健康について，対象文献
の概要を整理した．

　生活習慣病に大きく影響を与えている一つに食生
活・食習慣があり，調味料のうち食塩の購入数量を調
査した研究では，東北地方の購入数が多いという地域
的特性を明らかにし，悪性新生物の死亡率も高いとい
う報告している（伊藤ら，2008）．
　また，食にならんで重要な習慣に運動があるが，そ
の中でも生活地域や標高に着目して身体特性と身体機
能を測定した結果，地域差があったという報告がある
（熊谷ら，2012）．それによると，ある県内の市街地，
山間部，沿岸部に住む65歳以上の女性を対象に調査し
たところ，市街地では体重やBMIが低く，逆に沿岸
部はBMIが高い，また，山間部はFunctional reach test
の身体機能評価が低いという結果であった．このこと
から地形や標高によって身体の特性や機能を考慮した
運動指導や介護予防の展開が必要であるとしている．
　さらに，対象が児童の場合，保健行動を促進させる
要因の一つである家庭環境は，生活習慣に大きな影響
を与えており，それには地域差があることが指摘され
ている（宗村ら，2016）．

　介護保険サービスの受給について調査した研究で
は，訪問介護は，西日本の地域において利用率が高く，
通所介護や短期入所生活介護は，東日本の都道府県の
利用率が高いという地域性が見られると報告している
（小林，2014）．
　また，ある県内で中央部，沿岸部，県南部の 3地域
の住民を対象にして受療行動や保健行動について調査
した結果，沿岸部では健康に関心を持ち早期受診をす
る等の保健行動の得点が高く，中央部では待ち時間が
長い場合、その状況を自ら確認して診察を受ける等の
受療行動の得点が高いという地域性があると報告して
いる．また，早期受診と患者 -医療者関係には相関が
あり，沿岸部は従順であるという結果であった（平野
ら，2001）．
　緩和ケア病棟利用の患者と家族を対象とし，告知や
病状認識等について調査した研究では，対象とした地
域では告知率が低く，未告知の理由の大多数は家族の
反対であり，この地区での告知に関する啓発活動が必
要であると報告している（浦上ら，2004）．

　ある県内の市街地と農村部に住む独居高齢女性を対
象にした，買い物への親族サポートに着目した研究で
は，市街地では大多数が親族のサポートに頼らず自力
で買い物をしており，農村部では親族に買い物のサ
ポートを受けているという結果であった．それは，農
村部の独居高齢女性は，娘が市内か隣接市に住んでい
る物理的要因に加えて，娘に規範的意識を抱き，市街
地よりも買い物サポートへの期待が大きいという精神
的要因が重なっていると報告している（岩永，2016）．
　また，家族の在宅での介護負担感について，近畿の
ある県内で都市部と過疎地域に分けて調査した研究
では，都市部群で有意に高く，介護期間においても
都市部群で有意に長いという結果であった（倉澤ら，
2007）．また，介護負担について調査した別の研究で
も同様の結果があり，都市部よりも過疎地域の方が，
地域住民あるいは親類等の連帯が密であることが推測
されると述べられている（吉益ら，2006）．
　在宅死亡割合に関連する要因について調べた研究で
は，在宅死の成立には，在宅ターミナルへの医師の積
極的な姿勢や家族が看取るという意識が影響している
と報告している一方で，入院医療サービス利用条件の
整備が進むことにより在宅死は減少することも示唆し
ている（杉本ら，2003）．

　平成23年の人口動態統計報告で東北・北陸についで
全国で 4位であった九州のある県での自殺の現状を明



－17－

 その他／県民性や地域性に関連した健康の視点の検討

らかにした研究（石田ら，2013）では，特に自殺が多
かった地域の特性として，山間部で農林畜産業が主産
業で収入が不安定であること，若者が少なく高齢者が
多いこと，ギャンブルやアルコール依存に傾きやすい
こと，精神科医療資源に乏しいこと，精神疾患や精神
科医療に対する偏見が強いこと，自殺に寛容な傾向が
あるということを報告している．また他に，自殺死亡
率が全国で20位だったのが 3年後に 5位になった北陸
のある県では，家庭・地域軽視の傾向と実力主義・職
場主義といった県民性をもとに，不況による社会情勢
が作用して，中高年男性の自殺率が急上昇したと報告
している（松井ら，2002）．

　戦後以降の産業構造の変化に伴い，第 1次産業人口
割合が減り，第 2次，第 3次産業へと転換していく中
で人口変動が起き，第 1次産業に代わる基盤となる産
業が発展しない地域では，若年層を中心に人口が流出
し，人口が減少した．そして，第 2次，第 3次産業の
立地条件として，交通の整備や中小規模の工業の発達
があり，それには平地面積割合も関係しているという
報告がある（小笠原ら，1999）．さらに，小笠原らは，
地域の医療施設や福祉施設等も含めた社会生活基盤等
の影響による人口変動は，様々な側面で地域集団の健
康水準に関連すると述べている．
　また，医療機関については， 3次救急医療機関がな
く， 2次救急医療機関にも脳神経外科医の常駐がない
地域でのドクターヘリが有用であるとした報告もある
（卯津羅，2012）．
　このような施設医療の普及形態の地域差について，
今井（1997）は，大都市圏，地方都市，郡部，山村等
によってその対策は異なると述べ，地域介護システム
はその地域によって有効な形態や人々の選考が異なっ
てくると指摘している．

　平均余命の都道府県格差について調査した研究で
は，性，年齢により異なるが格差があると報告されて
いる（角南，1985）．それによると，65歳未満の男性
では精神的充実と貧しさが，65歳の男性では気温と都
市的環境が，65歳の女性では魚嗜好および教育が，そ
れぞれ平均余命の都道府県格差に関係しているという
結果であった．

Ⅳ．考察

　県民性や地域性に関連した健康について考えると
は，個人だけではなく，家族，地域で生活する人々を

対象として捉えることである．つまり，個人の健康問
題に着目すると同時に，その個人や家族が生活をす
る地域社会の問題にも目を向けることが必要である．
WHOが，「健康とは，病気ではないとか，弱っていな
いということではなく，肉体的にも，精神的にも，そ
して社会的にも，すべてが満たされた状態にあるこ
と」と定義していることからも，健康と社会的な要因
との関係は重要である．
　地域社会を理解する視点として，山崎ら（2015）は，
人口構成，歴史，産業等の「地域住民および生活条件
の成り立ち」，健康観，老いや障害・死をめぐる地域
の精神的風土等の「地域社会の風土」，地理・気候条件，
住環境，交通等の「生活環境」，インフォーマルサポー
トを含む「社会資源の現状」を挙げている．結果で整
理した内容は，ここで挙げた地域社会を理解するには
十分ではないが，視点としては大きな偏りはなかった
のではないかと考える．つまり，県民性や地域性に関
連した健康の視点とは，地域社会を理解する視点と重
なる部分が多分にあるということである．さらに検討
していくためには，各種の統計情報や既存の資料か
ら，その地域で生活をする人々の健康問題の分析が必
要である．また，対象とした文献の多くは高齢者につ
いての報告であり，今後は高齢者だけではない様々な
発達段階に応じた対象者の健康問題について理解する
必要があると考える．
　結果で挙げた内容を大別すると，生活状況の成り立
ちや生活環境についての報告と，生活習慣や受療行動，
介護状況等の人々の行動様式についての報告であっ
た．後者について，標ら（2016）は，生活習慣とは共
通の社会意識を持つ個人や集団にみられる生活様式で
あり，それは学習や模倣によって獲得され，その人の
生き方や価値観を含んだ行動であると述べている．こ
の生活習慣等の価値観を含んだ行動は，生活環境や地
域社会の風土等が影響して形成されたものである．
　また，この生活習慣には，健康上配慮しなければな
らない習慣もある．食事に関しては，塩分の多い保存
食品や発酵食品の活用（田中ら，2018），飲酒や喫煙
の頻度と量（岡本ら，2010）等，その地域特有の環境
や風土により必要以上に摂取している場合等である．
また，運動に関しては，農作業や除雪作業を含めた身
体活動は健康上有意義であるが，山間部に住む人々は
その環境から運動習慣が少ない（熊谷ら，2012）．また，
買い物については，市街地では大多数が親族のサポー
トに頼らず自力で行い，農村部では親族にサポートを
受けているという報告もあった（岩永，2016）．元来，
生活環境や地域社会の風土等は地域により特徴がある
が，それらが影響して形成された行動も地域特性があ
り，県民気質につながっていると考えられる．全国県
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民意識調査は，育った環境や生活に関する質問からな
り，この調査から得られた地域の違いによる人々の意
識の差，すなわち県民性や地域性を知ることは，生活
習慣等の人々の行動を理解する重要な視点になると考
える．さらに，人間関係，特に患者－医療者関係に地
域性がある場合，それを把握していることで治療や看
護援助に活かすことができる（平野ら，2007）という
報告もあるように，支援する側の働きかけにより，そ
の人のニーズに合った援助の質が向上することが期待
できる．

Ⅴ．おわりに

　健康上好ましくない県民性や地域性も，見方を変え
ることにより予防につながり，地域の団結や自治を強
固にすることもできる．日々，社会情勢や経済状況が
変化する中，人々の価値観は多様化している一方で，
地域独特の県民性や地域性が継承されているというこ
とは，人々が生きていく上で重要な価値がそこにある
のだと考える．

利益相反

　本研究に関して開示すべき利益相反はない .
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